
１　　この資料は、令和元年度地方公営企業決算状況調査結果等に基づき作成したものである。

２　　各表とも特に表記がない限り、令和2年3月31日現在の数値である。

３　　経営分析項目の各比率の算出方法は、次のとおりである。

－　この資料の見方　－
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(12) 診療収入に対する割合（％）

(13) 医業収益に対する割合（％）
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(14) 検査等の状況
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(16) 室料差額
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× 100総 収 益 に 対 す る 室 料 差 額 収 益 の 割 合 （ ％ ） ＝
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(22) ＝ (流動負債－建設改良費等の財源に充てるための企業債等の額）－（流動

資産－翌年度繰越財源）

(24) ＝ (流動負債－建設改良等の経費の財源に充てるために起こした地方債

等の額）＋(建設改良費以外の経費の財源に充てるために起こした地方

債現在高－当該地方債のうち流動負債に整理されているものの現在高）

－（流動資産－翌年度繰越財源）
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